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テ ネ シ ー ・ウ ィ リア ムズ の劇 芸 術 の起 点
一 一幕劇 「坊やのお馬」をめぐって
加 藤 芳 慶
(1)
ゆ
テネ シー ・ウ ィリアムズは,初 期の一幕劇三編 「坊 やのお馬」("MoonyKid
Don'tCry"),「暗 い部屋」("TheDarkRoom"),「踏 みに じられたペチ ュニ
ア事件,i("TheCaseoftheCrushedPetunias")にたい してrア メ リカン ・
ブル ース』 とい う題を与 え,小 冊 子にま とめている。習作時代の ウィ リアムズ
は,こ の 『アメ リカ ・ブルース』にそれ まで書 きためていた四編の多幕劇を加
えて,劇 団 「グループ ・シアター」の劇作 コンテス トに応 募 した。「グループ ・
シアター」 は劇団 「ギル ド・シアター」 か ら分派 した もので,30年代を通 じて
最 も活動的な劇団の一 つであった。同劇団の指導者 のなかには,ハ ロル ド・ク
ラーマン(HaroldClurman),リー ・ス トラスバ ーグ(LeeStrasberg),チェ
リル ・クローフォ ド(CherylClawford)らがいた。 この劇団は若手の劇作家
の発掘,育 成に も力を尽 し,同 劇 団の俳優で もあ った ク リフ ォー ド・オデ ッツ
(CliffordOdets)の作品を上演 し,彼 を劇作家 として世 に送 り出 した ことで
も知 られ る。
ウィ リアムズが応募 した上記 コンテス トは,25歳以下 の若 い作家を対象に し
た もので,1911年生 まれ のウィ リアムズはそ の時すでに25歳を幾つか こえてい
ぐカ
たが,1914年生まれ と偽 って応募 した。 いずれに しろ,上 記 一幕劇集 にたい し
て100ドルの 〈特別賞〉 が与え られた 旨の電報 が ウィ リアムズのもとに届いた。
1939年3月20日の ことである。電報 には,劇 団の指導者で演出家 の・・ロル ド・
クラーマソ,劇 団の同人で反戦劇r死 者 を葬 れ』(BurytheZ}ead,1936)で
世 に認め られ,後 年 『若 き獅士た ち』(TheYoungLions,1948)の戦争小説
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で一躍世界的に有名にな った アーウィソ ・ショー(lrwinShaw),演出家エ
リア ・カザ ンと結婚す ることになるモ リー ・デ ィ ・サ ッチ ャー(MollyDay
くか
Thacher)が署名 していた。
『回想録』(Memoirs,1975)によれば,30年代終 りの100ドルはかな りのパ
ソ代 になった とい うが,金 銭の価値 よ りも,こ の賞 が無名時代 のウィ リアムズ
に言 い知れぬ励 ましを与えた ことは想像 に難 くない。
1948年に,さ きの三編 に さ らに 二編の一幕劇 厂カ ミノ ・レアルの十街区」
("TenBlocksontheCaminoRea1"),「切 りつめ られた長い滞在,あ る
いは不満足な夕食」("TheLongStayCutShort,or,TheUnsatisfactory
Supper")を加 え,同 じく 『アメ リカン ・ブル ース』 と題 して一幕劇集 を 厂ア
マチ ュア演劇協 会」(DramatistsPlayService)から出版 した。 これ ら五編の
一幕劇のなかでは 「坊 やのお馬」が最 もまとまっていて,強 く情緒に訴 えるも
のになってい る。 また,ウ ィ リアムズのその後の多 くの作 品で扱われ るモチ ー
フ 出 口な しの状 況のなかでのあ くなき自由への渇望 をい ち早 く打 ち出
し,一 幕劇 とい う事情 も手伝 って直截簡明に表 現 しえている点で も注 目に値す
る。 しか し,一 幕劇 であるた めか,こ の作品についての批評や解説は,断 片的
ゆ
で短い ものを除いてはあま りないとい っていい。 ウィ リアムズについて の最初
の本格的な研究書 『テネシー ・ウィ リアムズー 人 と作品』(TennesseeWil-
liams;TheManandHisWork)は,1961年ベ ンジャミン ・ネル ソン(Ben-
jaminNelson)によって 出されたが,ネ ル ソンは,そ の著書のなかで,「 坊
やのお馬」 につ いて台詞 の引用を も含 めて10行ほ ど触れてい るにす ぎない。 ク
リス トファー ・ビグズ ビィ(ChristopherBigsby)セまアメ リカ現代劇に関す る
三巻か らなる研究書 『二十世紀 アメ リカ演劇序説』(ACriticalIntroduction
toTwentieth-CenturyAmericanDrama)を出 し,そ の第二 巻(1984年
刊)全 体 をテネシー ・ウィ リアムズ,ア ーサ ー ・ミラー,エ ドワー ド・オル ビ
ーの三人 の劇作家 にあてて いる。 ウィ リアムズについては120ペー ジを 割 いて
論 じている。そ のなかで,ウ ィ リアムズ独特 の詩情 がまだ見出せない,彼 の最
初に上演された劇 「カイ ロ,シ ャンハ イ,ボ ンベイ!」("Cairo!Shanghal!
くみ
Bombay!)には簡単に触 れている ものの,な ぜか 「坊やのお馬」につい ての
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言及はない。従 って,本 稿の 目的は,こ の作品をやや詳 しく解説 し,ウ ィ リア
ムズのその後の作品において発展的に,も し くは少 し形を変 えて繰 り返 し表現
され る特質の一端を示す ことにある。
ウィ リアムズの作品は,概 して,素 材 の芸術的変容に成功すれ ばす るほど,
ゆ
現実世界の軛か ら退いていく傾向がある。出世作 となった 『ガラスの動物園』
(TheGlassMenageriの1ま,過去の現実を劇の現在から追憶のヴェールを
通して眺め,それによって純度の高い"過去の現実"の表出に成功した。が,
その成功には,主人公が生活に追われる母や孤独な姉をおいて家を出るとい う
責任回避の後ろめたさがつきまとう。 「坊やのお馬」は,ウ ィリアムズの反復
されるモチーフをいち早 くひびかせながら,責任回避 しそ うな最後の一線で現
実の生活に踏みとどまる。この点で,後 の成功作の幾つかが芸術的な昇華をみ
せるのにたいして,こ の一幕劇は最終的には現実への収斂をみせるといえる。
(II)
「坊やのお馬」の場面は,以 前は森で木を伐 り倒していたが,今 は工場で働
いているムーニーの家の台所。幕が上がると台所は暗 く,窓ガラスとドアのす
き間から青白い光がかすかに差し込んでいる。食卓に小さな作 り物のクリスマ
ス ・ツリーが置れているところか ら,時はクリスマスに近いある日の早朝。台
所の一隅に張られた洗濯ひもには,作 業着の他におしめがつるされ,赤 ん坊が
いることがわかる。散 らかった台所のむさ苦しい様子は,こ の家の窮状を語っ
ている。台所にあってひときわ 目立つものは,中央に置かれた真新 しいゆ り木
馬。木馬は,乱 雑な台所にあっては不釣合いなほど堂kと していて,貧 しい生
活に押 しつぶされ,出 口の見えない状況のなかで,そ こに住む人の自由への渇
望を象徴 しているかのようだ。 ムーニーの妻のジェーンが登場する。 「驚 くほ
どやせていて……かつては豪華だった 花柄模様の絹の着物のぼ ろを身にまと
⑦(8)
い」,おまけに 厂こめかみ と鼻孔にビックスの軟こうをべっとり塗っている」
姿は,現 実の塵にまみれ,夢 も希望もない結婚生活を如実に物語っている。ま
だ若いが,き れいで小作 りな顔立ちは黄ばみ,時折咳き込む ところから病身 ら
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しい様子がわか る。
ムーニーは とい うと,夢 のない,機 械の ごとく働 くだけの生活に苛立 ち,今
朝 も早 くか ら 目をさま,し,落ち着 きな く台所を歩 きまわっている。 ムーニーに
とって,工 場 での生活は 「食 べて飲 んで女 と寝て」,土 曜 の晩に 「給料 を も ら
う」だけの生活 で,自 分が働け な くなれば息子が父親 と同 じパ ターンの生活を
うけつ ぐもの と映 る。体格は頑丈そ うだが,工 場 での働 きぶ りは,ジ ェーンも
と うに認 めている ように,仕 事熱心な労働 者のそれか らは程遠 く,工 場 長か ら
は し ょっちゅ うか らかわれてい る。 ムーニーは,一 幕劇 「ロング ・グッ ドバ
イ」("TheLongGoodbye")のジ ョーやrガ ラスの動物園』 の トム,さ らに
は 自由を求め て現実か らの脱出を夢見る ウィリアムズの作品には馴染み の青年
の原型である。
現実 の生活になんの展望を見出せないムーニーは,な にか もっ とま しな こと
がある筈だ とい うが,妻 は 「ましなこ とはなにもあ りゃしないわ」 と掃 き捨 て
る ようにい う。つづけて,「 人生は手 に入れ られ るもの しか授 けて くれ ないの
よ」 とい うジェーンの さめた声がムーニーのや りきれない気持 に追い討 ちをか
ける。
現実の生活のや りく りに精 一杯 のジェーンと,現 実 の彼方 の自由に憧れ るム
ーニーとは,所 詮会話 がかみ合 わない。
ムーニー でっか いんだ。 そいつ は,ま るで空の よ うに青 くて大 き くて,北
に 向って真 っす ぐ流れ てい くそ の様子 とい った ら おまえ聞いた ことが
あ るかい,真 っす ぐ北 に流れ てい く河なんて。
ジェーン(関 心 なさそ うに,熱 い ミル クをすす りなが ら)い いや。
ムーニー 北 に流れ てい く河 なんて,ほ かに知 らね えな。
ジェーン エマが い うの,鎮 痛剤を一錠 のませれ ば子供 のひ どい下痢 も止 る
って。今度,試 してみ ようか し ら。
ムー二一 一度その ことで話を していた らス クープの奴がい うんだ。 北に流
かし
れるのは,地球が北極圏に向って傾いでいるか らだと。(に や りと笑 う)
(9)
ジ ェ ー ソ>x,な ん で す っ て?
.1
テネシー ・ウィリアムズの劇芸術の起点
くだ
ムーニーは,か つて木 こ りとして働いていたオ ソタ リオの森 を流れ下 るセソ
くだ
トロー レンス河 に思 いを馳せ るが,ジ ェー ソは赤ん坊の下 す下痢 の ことで頭が
いっぱいだ。r流 れ」 に結びつ く何気 ない連想一つを とってみて も,天 と地 の
違いだ。恐 らく,ム ーニーは腕のいい木 こ りではな く,オ ンタ リオの森で も疲
れ る労働 の毎 日に うんざ りしていた ことだろ うが,距 離 と時間を隔てて過 去を
思い浮べ る時,深 い森の間を滔kと 流れ る大河が,現 実生活の猥雑 な屑を呑 み
こんで,遠 く海へ とつづ く気宇広大 な自由の象徴の ようにも思}xるのだ。が,
生活 と赤ん坊の世話に追われ るジェーンには,ム ーニーの大河の話 などなんの
足 しにもな らない。
ムーニーは,ど うに もな らな くなって,ふ と自分 の両手 をみる。両手は 「虚
しく役立たず」にみ える。両手 でもっ とま しなことが出来 る筈だ と思 うが,彼
のそ うした気持 を逆 なです るよ うに,ジ ェー ンは 「気晴 らしに,そ の ご立派 な
ゆ
両手 に雑布 で ももって,床 に ごぼれた ミル クでも拭いて」 とい う。 ムーニーが
人生の意義 に思いを馳せれぽ馳せ るほ ど,ジ ェー ソには現実の生活の澱 がみa%..
て くる。
ジェーンとの結びつ きを見出そ うとムーニーは,10ケ月前 のダンスホールで
の出会いを思い出 して,し ば し甘い感傷にひた る。 思い出をた ぐる ように して
語 るやや長い台詞は,こ の一幕劇にはめ こまれた短い回想場面 とい った趣を も
つ。 これは,初 期一幕劇のなかでは,一 家離散の跡を断続的 な四つ の回想に よ
って浮び上が らせ る 「ロング ・グッ ドバ イ」 の技法を うかがわせ るものだ。 ム
ーニーは,甘 い回想 にふ と我を忘れ なが らも,10ケ月前の身奇麗 な姿 とは うっ
て変わ った現在 のジェーンの姿 を 目の前 にす る と,つ い刺のある皮 肉を妻に投
げつけて,彼 女 の心 を傷つけて しま う。
声をつ ま らせ て泣 くジェーンをみて,ム ーニーは後悔 と自責の念 にか られ,
少 し優 しい気持 になるが,さ きほ どよ りも明るさを増 した朝の光 は,室 内の疲
弊 した様相 をそれ だけ一層は っき りと映 し出す。着物がずれ落 ちて露 になった
ジェー ンの肩に 口付け しなが ら,ム ー ニーは突然 この家を出 よ うと言 い出す。
ムーニーの この突然 の提案は,し か し,ジ ェーンに とっては現実無視 もいい と
‐s1‐
ころだ。 ムーニーは 「斧で世界 を 切 り開 くんだ」 とい きま くが,現 実 を直視
す るジ ェーンは,夫 が ク リス マス ・ツ リーひ とつ満足に 作 れ な い こ とを知 っ
ている。 ムーニーの名前 の象徴性が ここで は っき りす る。`Moony'とは勿論
`moon'の形容詞形 をその まま名前 に した も の で
,現 実か ら遊離 していつ も夢
をみ てい る人の意であ る。 ムーニーが,夢 と自由を求めての脱 出に真剣 になれ
ばなるほ ど,彼 は妻の蔑 みの笑いを あび るだけだ。 ジェー ンはい う,「 工場 で
はみんなお月様のムーニーって言 ってるわ。 あ っちで もこっちで もムニ ャムニ
ャのムーニーって。 みんなあた しの亭主を こけに して,面 と向って笑 って るの
ゆ
よ。で も,ご 当人 はのろまだか ら,そ れを とん とご存知 ないだけ」。
ジェー ンは,あ ま りに馬鹿 げた提 案に泣 くに も泣 けない気持で,目 の前の,
台所 にあってはひときわ 目立つ木馬に八つ当 りしてい う 「病院の払い もままな
ゆ
らないのに,5ド ル もす る木馬を買 って くるなんて」。 実は,木 馬は5ド ルで
はな く10ドル50セン トもしたのだ。 これ には訳が ある。遠い昔,ム ーニーの父
親 が古道具屋 で木馬を 買い,そ れをかつ ぎなが ら酔 っ払 って帰 って きた 。そ し
て,父 親 と一緒に木馬に またが り,夢 中になって遊 んだ とい う懐 か しい思い出
がムーニーにはあ るのだ。 しか し,夫 のそ うした思 い出を理解 する余裕 のない
妻 は,夫 を な じり罵倒す るだけだ。堪忍袋 の緒が切れた ムーニーは,ジ ェーン
に飛 びかか り喉元をつかむ。抵 抗す るジ ェーンとしば らく揉み合 った後,床 に
崩れ おれ る妻に 向って 「お前 を置いて家を出てい く」 とい う。 決めかね るよ う
にベル トを しめた り,上 着 を着 なが ら妻を横 目で盗み見をす るムーニーの様子
か ら,彼 の心の動揺 はか くせない。が,斧 を手に取 り,切 れ味 をた しか める よ
うに刃 に指で触 れ,試 しに斧 を振 ってみ る。動作は,心 の揺 れ と木 こ りとして
の能 力のな さを示す かの よ うに,ど こか ぎこちがない。劇 の結末部近 く,ム ー
ニーの表情や動作を カメラの ごとく追 ってい くやや長い ト書を 注 意 深 く読 め
ぽ,妻 や赤ん坊を後 に残 して家 を出てい くとい うムーニーの決意 は口元,も し
くは戸 口に 向 う直前 の 目の うちに表われてはい るが,手 足 や身体 はその 決意の
おぼつかない ことを暗 に示 している。
戸を さっと開けて,戸 口に立 ってムーニーはい う。やや長 いが,彼 の台詞 を
引用 しよう。
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ムーニー ……ああ,い い風だ。今夜はす ば らしく晴れてい る。身体 がぞ く
っと くるぜ。す げ え星,何 百万 とあ らあ。 まさに大量生産,な に もか も規
摸がで っかいぜ,神 様 のや ることは。何百万 とい う星 の数 何百万 とい
う人間の群れ。星 を どうす るかは神様だけが ご存知だ。空一面には りつけ
て,美 し く見せ よ うってわけか。 ところが ど うだ,人 間 ときた ら,こ の地
べたの泥 んなか。 ああ,そ れに して も多す ぎる。 この俺様 と一緒に逃げ出
した筈なのに,押 し合 いへ し合い,ひ っつかみ合 って,生 きるの死ぬの と
大騒 ぎ。ついには,こ の地上に死んだ人間のが らで どでか いスープがで き
ロみ
らあ。 ど うして,こ うなって しまったんだろ う。 ……
この台詞は,ご く普通の人間が苦 しい状況に首 までつか り,出 口を求めてあ
が く姿 を示す とともに,そ うした状況 にあ る人間の虚 しいまでに美 しい夢を無
数 の星 に託 して語 ってい る。躊躇す る気持を振 り払 うよ うに,ム ーニーは 「考
えた って どうなる訳で もない。人間 は 自分 の人生を生 きな くちゃな らない。森
ロの
を切 り開 いていか な くちゃな らない」 といって出てい こ うとす る。
さっ と吹 きこんで きた冷たい風 に,ふ と我に返 った ジェー ンは床 を這 うよう
に してムーニーに近づ き,赤 ん坊 をかか え文無 しの うえ胸 も悪 い 自分をおいて
出てい くつ も りか とき く。 ムーニーは,苦 痛 にゆがんだ顔 を妻 に向けるが意を
決 した ように,ポ ケ ッ トか ら有 り金全部(と い って も50セン トにす ぎない)を
取 り出 して床 に放 る。怒 りが こみあげて きた ジ ェーンは 「あなたに もっていっ
て もら うものがある」 とい って奥 の 寝 室 に い き,赤 ん坊 を抱 いて もどって く
る。 彼女は,そ の赤 ん坊 を嫌が る ムーニーの腕 のなか に押 しや る。 そ して,
「二人 して出てい くが いいわ。あた しは餓 鬼にか まってい る余裕 はないわ。 も
ロの
とのように働かなくちゃならないから」 といい放って,ヒ ステ リックに笑いな
が ら部屋から外へと出ていく。家を出ていくといいなが ら,さきほどか ら戸口
のあた りで ぐず ぐずしていたムーニーとは対照的だ。頼 りなげに赤ん坊の顔を
のぞきこみ,眉 をひそめ,小声でなにやら毒づきなが らも,冷たい外気が赤ん
坊に触れない よう身体は自然に動いて戸を閉めている。
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赤ん坊が突然泣き出す。赤ん坊をあやしなが ら 「ムーニーの坊や,泣 くんじ
ゃない。大きくなって,父 ちゃんのように大きな斧を振 りあげるんだ。森のな
ロの
かに 自分 の道 を切 り開いてい くんだ」 とい う時,ム ーニーはついさ きほ ど家を
出 る決意を した ことな ど忘れたかの ようだ。木馬を見おろす よ うに して立 ち,
赤 ん坊 にそれを見せ る ように して,劇 を締 め括 る言葉 をい う。 「さあ,見 える
かい。 ピカ ピカして,す て きだろ う。 なんで泣 くの。 父 ちゃんは どこに もい き
ロの
は しない よ。ただ冗談をい っただけ さ……」。
赤 ん坊を肌で感 じた時か ら,家 か らの脱 出は別 の局 面へ と転化 してい ること
を暗示 して劇は終 る。部屋 か ら外へ と飛 び出 してい った ジェーンのその後 につ
いては何の説 明もないが,状 況か らいって,ま た,卜 書に ムーニー一家 の住 ま
いである 「アパ ー ト」("flat")からとはいわずに,単 に 「部屋か ら」("outof
theroom")と書いてい るところか らみ ても,ジ ェーンは いずれ そ の うち に
(例えば,ム ーニーが赤ん坊をあや し終 る頃 に,と 考 えて もいい)部 屋 にそ っ
と戻 って くるのだろ う。
(III)
疲れ きった若い夫婦 のいっ時の痴話喧嘩のなかで,舞i台中央 を占めて いる木
馬はひ ときわ光 り輝いていて,現 実 の些事か ら自由であ るようだ。だか ら,木
馬は,劇 の状 況に合 わせて,本 物 の馬 のよ うに息を し,舞 台空間を 自由に動 き
まわ る錯覚 をふ と観る者 に起 こさせ る。 ムーニーが,前 に働 いていたオ ンタ リ
オの森を思い浮べる時,木 馬 は森 の上に広が る星空にさなが らペ ガサス の よう
に駆け上が り,ジ ェー ンとの出会いを回想す る場 面では,木 馬は なまめか しく
息遣いを し,妻 子をおいて家を 出てい くとい う時は,木 馬 は今に も駆け 出 しそ
うな様子をみせる。主 には,ム ーニーの 自由への願望 を紡 ぎ出す木馬の,こ の
誇張 された効 果的 な使用 は表現主義的な技法 を思わせ るが,そ うした願 望が一
場の夢にす ぎない玩具へ と所詮凝縮す るところに,作 者 の リア リス トと して の
目が光っている といっていい。 自由への願望が想像 の世界に さ迷い出て,ふ く
らみをみせ る主観的 な要素 と出 口な しの状況 を カメラのご とくじっと映 し出す
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テネシー・ウィリアムズの劇芸術の起点
客観的な要素とを合わせもちなが ら,それ ら二つを うまく融合させた 「坊やの
お馬」は,小 品ながら,ウ ィリアムズの劇芸術の起点を告げるものである。
が,奇 妙なことに,ウ ィリアムズの成功作といっていい後の作品のあるもの
は,現実的な責任を満足に果 しえないために,またはそうした責任をす り抜け
ることによって,よ り確かな 「現実性」を獲得するのだ。ウィリアムズの言葉
`⑱
を 借 りて い>xば,「 人 の 目 を 楽 し くだ ま し て お い て 真 実 を お み せ す る 」 芸 術 的
な 詐 術 が 発 揮 さ れ る が,そ れ に つ い て の 考 察 は 別 の 機 会 に 譲 りた い 。
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